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近
・
現
代
の
ド
イ
ツ
版
画
　
概
観

佐
　
川
　
美
智
子

再
現
的
な
技
法
の
隆
盛

　

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
、
そ
し
て
現
代
へ
と
続
く
ド
イ
ツ
語
圏
の
版

画
の
展
開
を
、
今
回
の
個
別
発
表
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
点
に
配
慮
し
て
簡

単
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

近
代
以
降
の
版
画
は
技
法
の
多
様
化
と
革
新
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
と
い
っ
て
よ
い
。
技
法
面
で
の
変
化
は
版
画
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変

化
に
よ
る
要
請
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
技
法
の
多

様
化
は
一
七
〜
一
八
世
紀
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
油
彩

画
や
水
彩
画
、
淡
彩
画
、
ク
レ
ヨ
ン
や
パ
ス
テ
ル
画
な
ど
を
版
画
で
再
現

し
た
い
と
い
う
欲
求
に
よ
っ
て
牽
引
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
油

彩
画
を
再
現
す
る
た
め
の
メ
ゾ
チ
ン
ト
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
の
ざ
ら
つ
い
た

線
を
再
現
す
る
点
刻
法
、
ソ
フ
ト
グ
ラ
ン
ド
エ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
し
て
超
絶

的
な
技
巧
を
駆
使
す
る
銅
版
画
の
多
色
刷
り
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
1
。

　

な
お
、
版
画
の
歴
史
の
中
で
「
複
製
」
と
い
う
機
能
は
常
に
重
要
な
役

割
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
歴
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
版
画
が
担
っ
た

「
複
製
」
機
能
は
、
現
代
の
機
械
的
な
「
複
製
」
と
は
意
味
が
異
な
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
人
の
手
に
よ
る
他
作

品
の
再
制
作
で
あ
っ
て
、
版
画
の
作
り
手
の
創
造
性
が
必
然
的
に
入
り
込

ん
で
ゆ
く
。
こ
こ
で
は
あ
え
て
「
複
製
」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
わ
ず
〈
再

現
的
技
法
〉
と
呼
ん
だ
。

　

ま
ず
メ
ゾ
チ
ン
ト
で
は
、
色
彩
は
ま
だ
表
現
さ
れ
な
い
が
、
線
で
は
な

く
滑
ら
か
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
が
現
れ
る
。
メ
ゾ
チ
ン
ト
の
創
始

者
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ゲ
ン
（
一
六
〇
九
―
八
〇
）
と
目

さ
れ
、
全
部
で
七
点
の
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
る
2
。
そ
の
も
っ
と
も
古
い

年
代
の
作
品
は
一
六
四
二
年
の
年
記
の
あ
る
『
ヘ
ッ
セ
ン
方
伯
夫
人
ア
メ
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リ
ア
・
エ
リ
ザ
ベ
ト
の
肖
像
』（
図
１
）
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
作
品
で
は
ま
だ
ロ
ッ
カ
ー
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ベ
ル
ソ

ー
）
は
部
分
的
に
し
か
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
様
々
な
種
類
の
ル
ー
レ
ッ
ト

（
先
端
に
回
転
す
る
歯
車
状
の
刃
が
つ
い
た
銅
版
画
用
の
道
具
）
で
描
画

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ゲ
ン
は
、
雇
い
主
で
あ
り
こ
の
肖

像
画
に
描
か
れ
た
ア
メ
リ
ア
・
エ
リ
ザ
ベ
ト
の
息
子
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム

（
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）
六
世
に
本
作
品
を
送
る
際
に
付
し
た
手
紙
で
、
こ
の

作
品
が
線
で
は
な
く
点
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
3
。
こ
の
あ
と
制
作
さ
れ
た
彼
の
作
品
で
は
版
全
体
に
ロ
ッ
カ
ー
（
ベ

ル
ソ
ー
）
で
目
立
て
を
施
す
、
現
代
で
も
行
わ
れ
て
い
る
メ
ゾ
チ
ン
ト
の

方
法
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ゲ
ン
か
ら

こ
の
技
法
を
習
っ
た
の
が
プ
リ
ン
ス
・
ル
パ
ー
ト
（
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
公
）

（「
ラ
イ
ン
の
ル
パ
ー
ト
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
）（
一
六
一
九
―
八
二
）
で

あ
る
。
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
五
世
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

た
貴
族
で
軍
人
の
ル
パ
ー
ト
（
ド
イ
ツ
で
は
ル
プ
レ
ヒ
ト
）
は
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ジ
ー
ゲ
ン
か
ら
こ
の
技
法
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
時
期

は
、
確
た
る
証
拠
は
な
い
も
の
の
お
そ
ら
く
一
時
的
に
隠
遁
生
活
を
送
っ

て
い
た
一
六
五
四
―
五
五
年
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
プ
リ
ン
ス
・
ル
パ

ー
ト
の
作
と
さ
れ
る
作
品
は
エ
ッ
チ
ン
グ
四
点
、
メ
ゾ
チ
ン
ト
十
一
点
、

帰
属
作
が
四
点
で
あ
る
4
。
ル
パ
ー
ト
は
メ
ゾ
チ
ン
ト
を
制
作
す
る
際
に

ワ
ル
ラ
ン
・
ヴ
ェ
ヤ
ン
（
一
六
二
三
―
七
七
）
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
の
画

家
を
助
手
と
し
て
雇
っ
て
い
た
。
ル
パ
ー
ト
は
専
門
的
な
美
術
家
で
は
な

い
の
で
実
制
作
の
多
く
の
部
分
は
こ
の
助
手
ヴ
ェ
ヤ
ン
が
担
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
ヴ
ェ
ヤ
ン
は
こ
の
機
会
に
メ
ゾ
チ
ン
ト
技
法
を
身
に
つ
け
そ
の
後

二
〇
〇
点
に
の
ぼ
る
作
品
を
制
作
し
て
こ
の
技
法
が
本
格
的
に
普
及
す
る

き
っ
か
け
を
作
っ
た
5
。

　

プ
リ
ン
ス
・
ル
パ
ー
ト
の
メ
ゾ
チ
ン
ト
の
代
表
作
は
『
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ

の
首
を
持
つ
処
刑
人
』（
図
２
）
や
『
旗
手
』（
図
３
）
な
ど
で
、
ど
ち
ら
も

一
六
五
八
年
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
で
は
、
ま
だ
版
全
体
を
均
一

に
目
立
て
せ
ず
暗
部
を
重
点
的
に
目
立
て
し
、
明
部
で
は
主
に
ロ
ッ
カ
ー

や
ル
ー
レ
ッ
ト
で
陰
影
の
調
子
を
つ
け
て
い
る
の
だ
が
、
暗
い
画
面
の
中

か
ら
明
暗
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
対
象
物
が
浮
か
び
上
が
る
と
い

う
メ
ゾ
チ
ン
ト
の
特
色
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

図1　ルートヴィヒ・フォン・ジーゲン
（1609-1680）『ヘッセン方伯夫人アメリ
ア・エリザベトの肖像』1642年　メゾチ
ント　423 ⊗ 314 mm　大英博物館蔵
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酸
に
よ
る
直
接
の
腐
蝕
や
ア
ク
ア
チ
ン
ト
の
作
例
で
は
セ
ピ
ア
色
の
絵

の
具
で
描
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
が
見
事
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン=

ク

ロ
ー
ド
・
リ
シ
ャ
ー
ル
・
ド
・
サ
ン
・
ノ
ン
（
一
七
二
七
―
九
一
）
は
初

期
の
ア
ク
ア
チ
ン
ト
の
実
践
者
の
一
人
で
、
拡
大
し
て
み
る
と
段
階
的
な

腐
蝕
に
よ
っ
て
巧
み
に
濃
淡
を
表
現
し
肉
筆
画
と
見
違
え
る
ほ
ど
の
効
果

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
４
、５
）。

図2　プリンス・ルパート（カンバー
ランド公）（1619-1682） 原画：ホ
セ・デ・リベラ『洗礼者ヨハネの首
を持つ処刑人』 1658年　メゾチン
ト　633 ⊗ 442 mm　大英博物館蔵

図3　プリンス・ルパート（カンバーラ
ンド公）（1619-1682）原画：ピエト
ロ・デラ・ヴェッキア『旗手』 1658
年　メゾチント　282 ⊗ 202 mm　町田
市立国際版画美術館蔵

図 4　ジャン=クロード・リシ
ャール・ド・サン・ノン（1727-
1791）原画：フランソワ・ブー
シェ（1703-1770）『ウェヌスと
クピド』アクアチント　263 ⊗
324 mm　メトロポリタン美術館
（ニューヨーク）蔵

図 5　図４の部分拡大図
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一
八
世
紀
後
半
に
は
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
、
色
彩
を
表
現
す
る
た

め
銅
版
画
の
多
色
刷
り
の
追
求
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
パ
ス
テ
ル
画
や
水
彩

画
の
リ
ア
ル
な
再
現
を
め
ざ
す
銅
版
画
の
多
色
刷
り
は
、
色
数
に
応
じ
て

複
数
の
原
版
を
作
成
し
、
版
の
数
だ
け
刷
り
も
複
数
回
行
う
と
い
う
極
め

て
手
間
の
か
か
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
実
践
し
た
版
画
家
た
ち
は
技

法
を
他
に
伝
え
よ
う
と
し
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、
広
範
囲
に
普
及
し

た
わ
け
で
は
な
い
。

　

ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ャ
ニ
ネ
（
一
七
五
二
―
一
八
一
四
）
の
こ

の
作
品
『
メ
デ
ィ
チ
宮
の
円
柱
と
庭
園
』（
原
画
は
ユ
ベ
ー
ル
・
ロ
ベ
ー

ル
）（
図
６
）
で
は
、
黄
、
青
、
赤
、
黒
の
四
版
を
刷
り
重
ね
る
こ
と
で

透
明
感
の
あ
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
色
彩
が
生
ま
れ
て
い
る
6
。
本
作
の
場
合
、

ア
ク
ア
チ
ン
ト
で
は
な
く
微
細
な
点
の
集
積
に
よ
っ
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
驚
嘆
に
値
す
る
。
も
ち
ろ
ん
着
彩
紙
の
デ
ッ

サ
ン
の
効
果
を
表
現
す
る
木
版
画
の
〝
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
〞
な
ど
も
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
は
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
技
法
が
多
様
化
す
る
の
は
一
八
世

紀
中
頃
以
降
の
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
技
法
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
、「
他

の
技
法
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
版
画
技
法
」
と
い
え
る
。

　

こ
の
流
れ
の
背
景
に
は
美
術
品
の
収
集
家
の
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
、
市
民
階
級
の
勃
興

と
と
と
も
に
美
術
品
を
買
い
求
め
る
層
が
変
質
し
、
よ
り
手
頃
な
価
格
で

入
手
で
き
る
市
場
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
価
格
面
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
著
名
な
美
術
家
の
デ
ッ
サ
ン
収
集
と
い
う
流
行
が
お
こ
り
、
デ
ッ
サ

ン
そ
の
も
の
と
同
時
に
版
画
で
再
現
さ
れ
た
作
品
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
の
表
れ
の
先
駆
的
な
も
の

と
し
て
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ジ
ュ
リ
エ
ン
ヌ
（
一
六
八
六
―
一
七
六
六
）
が
出

版
し
た
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ワ
ト
ー
（
一
六
八
四
―
一
七
二
一
）
の
人
物
デ

ッ
サ
ン
に
も
と
づ
く
エ
ッ
チ
ン
グ
集
（
一
七
二
〇
―
五
五
年
）
が
挙
げ
ら

れ
る
7
。

ド
イ
ツ
語
圏
で
の
再
現
的
技
法
の
事
例

　

で
は
こ
の
間
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
版
画
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ド
イ
ツ
で
も
版
画
制
作
は
盛
ん
で
大
き
な
工
房
も
存
在
し
た
が
、

そ
こ
で
は
職
人
的
な
銅
版
画
や
書
籍
の
挿
絵
の
生
産
が
主
体
で
あ
っ
た
。

図6　ジャン＝フランソワ・ジャニネ
（1752-1814）原画：ユベール・ロベ
ール（1733-1808）『メディチ宮の庭
園の列柱』　1776年頃　エッチング
（四版多色）396 ⊗ 302mm　町田市立
国際版画美術館蔵
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一
六
世
紀
の
栄
光
の
時
代
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
以
後
の
ド
イ
ツ
の
版
画
は
あ

ま
り
表
舞
台
に
で
て
こ
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
も
否
め
な
い
事
実

な
の
だ
。
し
か
し
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る

ゲ
ー
テ
の
時
代
か
ら
ロ
マ
ン
主
義
芸
術
の
勃
興
と
と
も
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
ー
の
あ
る
版
画
制
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ユ
リ
ウ
ス
・
シ
ュ
ノ

ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ロ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
や
オ
イ
ゲ
ン
・
ノ
イ
ロ
イ
タ
ー
と

い
っ
た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
非
常
に
美
し
い
挿
絵
本
も
多
く
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　

た
だ
、
こ
の
時
代
に
ド
イ
ツ
で
も
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
動
向
と
呼
応
し
て
、

〈
再
現
的
な
技
法
〉
の
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
機
会
に
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
で
人
気
の
あ
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
プ

レ
ス
テ
ル
版
画
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ

と
マ
リ
ア
・
カ
タ
リ
ー
ナ
の
プ
レ
ス
テ
ル
夫
妻
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
で
営
ま
れ
た
工
房
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
歴
史
上
の
有
名
無
名
の

様
々
な
画
家
の
淡
彩
デ
ッ
サ
ン
や
絵
画
作
品
を
版
画
化
し
た
も
の
だ
。
も

と
に
な
っ
た
の
は
主
に
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
が
所
蔵
す
る
作
品
で
、
予
約
制

の
定
期
刊
行
物
の
よ
う
な
形
で
配
布
さ
れ
た
。
彼
ら
の
こ
の
版
画
集
刊
行

に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
所
在
が
世
に
認
知
さ
れ
た
作
品
が
多
数
あ
り
、
素

描
芸
術
を
高
く
評
価
し
鑑
賞
す
る
ド
イ
ツ
の
教
養
階
層
の
人
々
に
人
気
を

博
し
、
ゲ
ー
テ
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
た
8
。

　

作
例
を
二
点
あ
げ
て
お
こ
う
。
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
プ
レ
ス
テ

ル
（
一
七
三
九
―
一
八
〇
八
）
の
『
フ
ロ
ー
ラ
の
王
国
』（
図
７
、８
）（
原

画
は
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
コ
・
フ
ェ
レ
ッ
テ
ィ
と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
画
家
）

で
は
黒
（
な
い
し
濃
茶
）
の
線
エ
ッ
チ
ン
グ
と
黄
土
色
の
ア
ク
ア
チ
ン
ト

に
よ
っ
て
、
ペ
ン
に
淡
彩
と
白
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
よ
る
原
画
の
タ
ッ
チ
が

表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
マ
リ
ア
・
カ
タ
リ
ー
ナ
・
プ
レ
ス
テ
ル
（
一
七
四
七
―
九
四
）
の

『
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
』（
図
９
）
で
は
作
者
不
明
の
ド
イ
ツ
の
画
家
に
よ
る

着
彩
デ
ッ
サ
ン
を
黒
の
線
描
と
赤
茶
色
の
ア
ク
ア
チ
ン
ト
で
刷
っ
て
お
り
、

版
上
右
上
に
年
号
と
原
画
作
者
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
9
。

全
体
に
色
を
の
せ
て
い
る
版
は
木
版
と
す
る
見
方
も
あ
る
10
。
た
し
か
に

図7　ヨハン･ゴット
リープ･プレステル
（1739-1808）原画：
ジョヴァンニ・ドメ
ニコ・フェレッティ
（1692-1768）『フロー
ラの王国 』エッチン
グ、クレヨン法、ア
クアチント、ラヴィ
法（黒、黄土色2版）　
238 ⊗ 424 mm　 町 田
市立国際版画美術館
蔵

図8　図7の部分拡大図
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白
く
抜
け
た
ハ
イ
ラ
イ
ト
部
分
は
木
版
画
で
あ
る
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
の
特

徴
と
共
通
す
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
木
版
を
使
用
し
て
い
る
と

断
言
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
プ
レ
ス
テ
ル
の
版
画
は
驚
異
的
な
技

術
力
に
よ
っ
て
原
画
を
再
現
、
複
数
化
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
石
版

術
な
ど
新
し
い
技
法
の
台
頭
や
人
々
の
好
み
の
変
化
に
つ
れ
て
そ
の
人
気

も
衰
え
て
い
っ
た
。
マ
リ
ア
・
カ
タ
リ
ー
ナ
は
後
に
夫
と
別
れ
ロ
ン
ド
ン

に
移
住
し
、『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
な
ど
を
は
じ
め
多
く

の
版
画
を
出
版
し
た
版
元
ジ
ョ
ン
・
ボ
イ
デ
ル
の
も
と
で
も
多
く
の
作
品

を
制
作
し
て
い
る
11
。

　

ま
た
ド
イ
ツ
で
は
一
八
世
紀
末
か
ら
木
版
画
の
復
興
を
目
指
す
と
い
う

機
運
も
あ
り
、
多
色
刷
り
も
試
み
ら
れ
た
。
一
九
世
紀
後
半
、
主
に
フ
ラ

ン
ス
な
ど
で
、
日
本
の
浮
世
絵
の
影
響
を
受
け
て
木
版
画
の
多
色
刷
り
が

始
ま
る
前
の
時
代
の
珍
し
い
作
例
が
あ
る
12
。
プ
ロ
イ
セ
ン
美
術
ア
カ
デ

ミ
ー
で
長
年
に
わ
た
っ
て
（
一
八
〇
五
―
七
〇
年
）
木
版
画
の
教
授
を
つ

と
め
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ー
ビ
ッ
ツ
（
一
七
八
六
―

一
八
七
〇
）
は
、
通
常
の
単
色
の
木
版
画
や
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
と
と
も
に
、

個
別
色
を
刷
り
重
ね
る
多
色
刷
り
木
版
画
の
制
作
も
試
み
て
い
る
13
。
こ

の
『
救
世
主
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
』14（
一
八
〇
六
年
15
）
で
は
五
版
16

の
み

の
試
刷
り
（
図
10
）
と
九
版
17

を
刷
り
重
ね
た
最
終
段
階
の
刷
り
（
図
11
）

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
グ
ー
ビ
ッ
ツ
が
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
色
版
を
使
っ
た
多
色
刷
り
を
実
践
し
た
の
は
本
作
の
ほ
か
『
フ
ォ
ス
伯

図 9　マリア・カタリーナ・
プレステル（1747-1794）原
画：氏名不詳の南ドイツ
の画家による 1548年の作
品『キリストの生誕』エッ
チングアクアチント、ラヴ
ィ法（黒、赤茶 2版）　305 ⊗
224 mm　町田市立国際版画
美術館蔵

図10　フリードリヒ・ヴィル
ヘルム・グービッツ(1786-
1870)原画：ルーカス・ク
ラーナハ（父）（1472-1553）
『救世主としてのキリス
ト』試刷り1806年頃　多
色刷り木版（推定5版）273
⊗ 175 mm (図像 )　町田市
立国際版画美術館蔵

図11　フリードリヒ・ヴィル
ヘルム・グービッツ(1786-
1870)原画：ルーカス・
クラーナハ︵父︶（1472-
1553）『救世主としてのキ
リスト』完成作1806年頃　
多色刷り木版（推定9版）　
272 ⊗ 175 mm （図像）　町
田市立国際版画美術館蔵
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爵
夫
人
ゾ
フ
ィ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ー
ネ
・
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
の
肖
像
』
の

み
で
合
わ
せ
て
二
点
で
あ
る
。

以
上
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
簡
単
で
は
あ
る
が
ド
イ

ツ
に
お
け
る
版
画
の
多
様
性
を
若
干
で
も
確
認
し
て
い
た
だ
け
た
か
と
思

う
。

石
版
画
の
登
場

　

一
八
世
紀
末
に
石
版
画
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
状
況
は
一

変
す
る
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
は
い
う
ま
で
も
な
く
石
版
画
発
祥
の
地
で

あ
り
、
最
初
期
の
作
例
は
ミ
ュ
ン
へ
ン
で
生
ま
れ
て
い
る
。
石
版
印
刷
術

の
考
案
者
ア
ロ
イ
ス
・
ゼ
ネ
フ
ェ
ル
ダ
ー
と
と
も
に
ヨ
ハ
ン
・
ネ
ポ
ム
ー

ク
・
シ
ュ
ト
リ
ク
ス
ナ
ー
（
一
七
八
二
―
一
八
五
五
）
が
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

作
品
集
（
図
12
、
13
）18
を
制
作
（
一
八
〇
八
年
）
し
、
ま
た
シ
ュ
ト
リ
ク

ス
ナ
ー
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ピ
ロ
テ
ィ
（
一
七
八
六
―
一
八
四
四
）

と
と
も
に
四
三
二
点
も
の
石
版
画
作
品
集
（
一
八
一
一
〜
一
五
年
）（
図

14
）19
を
世
に
出
し
た
。
石
版
画
の
草
創
期
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
完

成
度
の
高
い
刷
り
技
術
と
作
品
数
の
多
さ
か
ら
し
て
こ
れ
ら
は
か
な
り
の

労
作
と
い
っ
て
よ
い
。
作
品
は
全
て
、
過
去
の
作
品
の
複
製
で
あ
る
。
化

図13　ヨハン・ネポムーク・
シュトリクスナー（1782-
1855）原画：アルブレヒト・
デ ュ ー ラ ー（1471-1528）
『アルブレヒト・デューラー
のキリスト教的、神話的素
描集』第23葉　1808年　石
版 300⊗215mm（画像）　ヴ
ュルツブルク大学図書館蔵

図12　ヨハン・ネポムーク・
シュトリクスナー（1782-
1855）原画：アルブレヒト・
デ ュ ー ラ ー（1471-1528）
『アルブレヒト・デューラ
ーのキリスト教的、神話的
素描集』扉　1808年　石版　
352 ⊗245 mm（紙）大英博物
館蔵

図14　ヨハン・ネポムーク・
シュトリクスナー（1782-
1855）原画：アンドエレア・
マンテーニャ（c.1431-1506）
『ホロフェルネスの首を持つ
ユディットと侍女』（『石版画
作品集』より）1811-16年頃　
石版　351 ⊗ 233 mm　大英博
物館蔵
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学
的
印
刷
術
で
あ
る
石
版
術
を
使
え
ば
、
ど
ん
な
技
法
の
特
徴
も
そ
れ
ま

で
よ
り
も
は
る
か
に
容
易
に
忠
実
に
再
現
で
き
る
の
で
こ
れ
は
当
然
の
こ

と
だ
。
ド
イ
ツ
で
石
版
画
の
草
創
期
に
作
ら
れ
た
こ
う
し
た
版
画
集
は
過

去
の
巨
匠
の
作
品
の
普
及
を
進
め
る
こ
と
に
大
い
に
寄
与
し
た
。

　

石
版
画
は
瞬
く
間
に
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
へ
と
伝
わ
り
多
く
の
工
房

が
生
ま
れ
た
。
細
か
く
見
て
い
け
ば
地
域
に
よ
っ
て
展
開
の
状
況
は
異
な

り
紆
余
曲
折
も
あ
っ
た
に
せ
よ
石
版
印
刷
術
は
急
速
に
広
ま
っ
た
。
商
業

的
な
印
刷
所
と
と
も
に
、
美
術
家
が
創
造
的
作
品
を
刷
る
工
房
も
生
ま

れ
、
二
〇
世
紀
に
向
か
っ
て
隆
盛
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
ジ
ェ
リ
コ
ー

や
ド
ラ
ク
ロ
ワ
ら
は
一
八
一
〇
〜
二
〇
年
代
か
ら
、
ド
ー
ミ
エ
な
ど
は

一
八
三
〇
年
代
か
ら
石
版
画
を
積
極
的
に
制
作
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
圏

で
も
伝
播
は
急
速
だ
っ
た
が
創
作
性
が
強
い
作
品
の
登
場
は
イ
ギ
リ
ス
や

フ
ラ
ン
ス
に
若
干
の
遅
れ
を
と
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

一
九
世
紀
を
代
表
す
る
重
要
な
画
家
の
一
人
で
あ
る
ア
ド
ル
フ
・
メ

ン
ツ
ェ
ル
（
一
八
一
五
―
一
九
〇
五
）
が
石
版
画
作
品
集
『
筆
と
ス
ク
レ

イ
パ
ー
に
よ
る
石
版
上
の
試
み
』
を
世
に
出
し
た
の
は
一
八
五
一
年
で
あ

る
20
。
扉
と
六
葉
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
各
葉
の
画
題
に
一
貫
し
た
テ
ー

マ
は
な
い
。
こ
の
作
品
集
で
は
タ
イ
ト
ル
が
示
し
て
い
る
と
お
り
筆
と
ス

ク
レ
イ
パ
ー
（
そ
し
て
ト
ー
ン
プ
レ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
い
か
に
巧
み
に

光
と
影
の
劇
的
な
効
果
、
絵
画
的
な
効
果
が
生
み
出
し
得
る
か
を
実
際
に

や
っ
て
み
せ
た
と
い
う
い
わ
ば
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
扉

（
図
15
）
で
は
擬
人
化
さ
れ
た
筆
と
ス
ク
レ
イ
パ
ー
が
手
を
取
り
合
っ
て

ダ
ン
ス
し
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
は
刷
毛
な
ど
石
版
画
に
使
う
様
々
な
道
具

に
よ
る
絵
文
字
で
形
作
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
第
三
葉
「
森
の
中
の
護
送
」（
図
16
）
な
ど
で
は
ス
ク
レ
イ
パ
ー
の

先
端
で
版
を
引
っ
掻
く
よ
う
に
し
て
描
い
た
極
細
の
線
で
雨
が
表
現
さ
れ
、

図 15　アドルフ・メンツェル
（1815-1905）『筆とスクレイパ
ーによる石の上の試み』 表紙
1851年刊 石版　308 ⊗ 240 mm　
町田市立国際版画美術館蔵

図 16　アドルフ・メンツェル
（1815-1905）『森の中の護送』
（『筆とスクレイパーによる石
の上の試み』 第 3葉）1851年
刊　石版（トーンプレート使用）　
308 ⊗ 240 mm　町田市立国際版
画美術館蔵
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ト
ー
ン
プ
レ
ー
ト
を
重
ね
る
こ
と
で
激
し
い
嵐
の
中
を
馬
車
が
疾
走
す
る

様
子
を
描
き
だ
し
て
い
る
。

　

メ
ン
ツ
ェ
ル
が
こ
の
作
品
集
を
出
版
し
た
こ
と
は
ド
イ
ツ
で
の
石
版
画

の
展
開
を
象
徴
す
る
よ
う
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
代
の

画
家
の
中
で
も
メ
ン
ツ
ェ
ル
は
と
り
わ
け
石
版
画
に
縁
が
深
く
そ
の
技
術

を
熟
知
し
た
人
物
だ
っ
た
。
ア
ド
ル
フ
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
の
父
カ
ー
ル
・
エ

ル
ト
マ
ン
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
（
一
七
八
七
―
一
八
三
二
）
は
ブ
レ
ツ
ラ
ウ
（
当

時
は
プ
ロ
イ
セ
ン
領
、
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ヴ
ロ
ツ
ワ
フ
）
で
一
八
一
八
年

頃
に
石
版
印
刷
所
を
開
設
し
21
、
一
八
三
〇
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
に
移
住
し

て
ま
た
石
版
画
印
刷
所
を
開
設
す
る
が
二
年
後
に
死
去
す
る
22
。
ア
ド
ル

フ
・
メ
ン
ツ
ェ
ル
は
父
が
死
去
し
た
時
に
十
六
歳
で
、
そ
の
石
版
印
刷
所

を
引
き
継
ぎ
一
家
を
支
え
た
。
そ
の
た
め
彼
は
画
家
と
し
て
の
知
名
度
を

得
る
以
前
か
ら
、
出
版
物
の
挿
絵
の
た
め
に
石
版
画
を
相
当
数
制
作
し
て

い
た
23
。
そ
う
い
う
経
緯
で
石
版
術
を
熟
知
し
て
い
た
メ
ン
ツ
ェ
ル
が
作

っ
た
の
が
美
術
的
な
表
現
に
重
き
を
置
い
た
こ
の
石
版
画
集
だ
っ
た
。
デ

リ
ケ
ー
ト
な
絵
画
的
効
果
が
追
求
さ
れ
た
こ
の
作
品
集
は
石
版
画
が
自
立

し
た
創
作
物
た
り
う
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
に
遅
れ
を
と
っ
た
感
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
創
作
的
な
石

版
画
に
新
た
な
展
開
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
九
世
紀
後
半
以
降
の
展
開

　

一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
写
真
術
が
普
及
し
始
め
、
図
像
印
刷
へ
の
応
用

が
進
展
す
る
に
従
い
、
版
画
が
そ
れ
ま
で
担
っ
て
き
た
実
用
的
な
役
割
は

終
わ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
急
激
な
転
換
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
緩
慢
な

も
の
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
石
版
画
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
世
紀
末
に
か

け
て
、
多
色
刷
り
技
術
の
発
展
と
も
相
俟
っ
て
商
業
印
刷
の
分
野
で
隆
盛

を
遂
げ
て
い
た
。
と
い
う
と
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
や
ミ
ュ
シ

ャ
、
シ
ェ
レ
な
ど
の
華
や
か
な
ポ
ス
タ
ー
が
即
座
に
思
い
浮
か
ぶ
。
ド
イ

ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
主
要
都
市
に
も
石
版
印
刷
所
は
多
数
あ
り
、
大
型

印
刷
物
や
ビ
ラ
、
地
図
、
絵
葉
書
な
ど
が
量
産
さ
れ
て
い
た
。
写
真
を
画

像
印
刷
に
応
用
す
る
た
め
の
画
期
的
技
術
で
あ
る
網
目
ス
ク
リ
ー
ン
が
考

案
さ
れ
た
の
は
一
八
八
一
年
の
こ
と
で
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ゲ
オ
ル
ク
・
マ

イ
ゼ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
る
）、
こ
れ
に
よ
り
書
籍
、
新
聞
、
雑
誌
と
い
っ
た

印
刷
媒
体
の
図
版
で
は
版
画
か
ら
写
真
製
版
へ
と
急
速
に
切
り
替
わ
っ
て

い
く
。
し
か
し
石
版
画
は
夥
し
い
数
の
工
房
が
あ
り
商
用
印
刷
が
盛
ん
だ

っ
た
た
め
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
一
九
三
〇
年
代
く
ら
い
ま

で
は
、
特
に
ポ
ス
タ
ー
と
い
っ
た
大
判
の
印
刷
物
の
分
野
で
作
り
続
け
ら

れ
て
い
た
。
三
〇
年
代
以
降
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
な
ど
機
械
的
な
印
刷

物
が
多
く
な
る
が
、
ポ
ス
タ
ー
の
分
野
で
は
一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
石
版

画
や
リ
ノ
カ
ッ
ト
と
い
っ
た
様
々
な
印
刷
法
が
共
存
し
て
い
た
。

　

版
画
が
宗
教
的
、
政
治
的
、
商
業
的
な
宣
伝
、
扇
動
の
手
段
に
使
わ
れ

た
例
に
は
古
い
歴
史
が
あ
り
そ
れ
自
体
が
大
き
な
研
究
テ
ー
マ
と
い
え
る
。

た
だ
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
ド

イ
ツ
の
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
ポ
ス
タ
ー
の
作
例
を
幾

つ
か
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
画
家
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
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ン
・
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
（
一
八
六
三
―
一
九
二
八
）
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
分
離
派

関
係
の
展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
を
手
が
け
て
い
る
（
図
17
）。
建
築
家
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
ペ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
レ
ン
ス
（
一
八
六
八
―
一
九
四
〇
）
は
商
工

業
デ
ザ
イ
ン
で
活
躍
し
ポ
ス
タ
ー
も
多
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
、
美

術
に
特
に
関
わ
り
の
深
い
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
純
然
た
る
商
業
ポ
ス
タ
ー

も
大
量
に
石
版
画
で
作
ら
れ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
活
躍
す
る
時

代
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
図
19
は
一
九
三
七
年
、
ナ
チ
ス
政
権
の
時
代
に

作
ら
れ
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。
こ
の

年
代
に
な
る
と
機
械
的
な
印
刷
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
が
、

所
蔵
し
て
い
る
ベ
ル
リ
ン
の
美
術
図
書
館
（K

u
n
stb

ib
lio

th
ek

）
で
は
技

法
を
石
版
と
し
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
版
画

　

実
用
的
な
役
割
を
終
え
た
版
画
は
美
術
家
の
表
現
手
段
と
し
て
引
き
続

き
盛
ん
に
作
ら
れ
続
け
て
ゆ
く
わ
け
だ
が
、
複
数
制
作
と
い
う
版
画
本
来

の
機
能
に
よ
っ
て
作
品
の
制
作
意
図
や
作
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
明
確
に

図17　フランツ・フォン・
シュトゥック（1863-1928）
『ミュンヘン分離派国際
展覧会』1896年頃　石版  
979 ⊗ 698 mm　ミュンヘン
市立博物館蔵

図 18　ペーター・ベーレンス
（1868-1940）『ドイツ工作連盟
展覧会　ケルン　1914年』1914
年  石版　910 ⊗ 638mm　ベルリ
ン美術図書館

図19　ハンス・シュタリュータ
ー（？ -？）『永遠のユダヤ人』
（※ナチス政権時代に作られた
反ユダヤ・プロパガンダのポ
スター）1937年  石版　835 ⊗ 
600 mm　ベルリン美術図書館
蔵
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な
る
こ
と
は
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
二
〇
世
紀
の
版
画
は
台
頭
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
新
し
い
美
術
の
動
き
と
連
動
し
そ
れ
ぞ
れ
の
美
術
家
の
創
作
の
状

況
に
よ
っ
て
、
あ
る
者
は
熱
心
に
取
り
組
み
、
あ
る
者
は
あ
ま
り
関
心
を

示
さ
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
な
状
況
を
示
す
。
例
え
ば

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ス
や
ジ
ョ

ン
・
ハ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
っ
た
諷
刺
性
の
強
い
作
家
は
、
版
画
も
制

作
は
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
主
戦
場
は
む
し
ろ
印
刷
媒
体
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
版
画
制
作
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
作
家
の
一
人
と
し
て

ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
エ
ド
ゥ
ヴ
ァ
ル
ド
・
ム
ン
ク
に
簡
単
に
触
れ

て
こ
の
概
論
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

　

コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
兄
と
夫
が
社
会
民
主
党
員
と
い
う
家
庭
環
境
の
な
か

に
あ
り
、
カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
デ
ス
マ
ス
ク
を
描
き
、
追
悼
の

木
版
画
を
制
作
し
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
非
常
に
政
治
的
な
立
場

を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
傾
向
が
強
い
が
、
実
際
に
は
生
涯
一
度
も
政
党
に

入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
女
の
制
作
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
社
会
的
な

意
識
に
突
き
動
か
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
時
と
し
て
政
治
色
を
ま
と
う

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
制
作
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
社
会
的
弱
者
の

側
に
立
ち
、
そ
の
姿
を
ひ
ろ
く
世
界
に
知
ら
し
め
、
戦
争
の
根
絶
や
貧

困
、
飢
餓
か
ら
の
救
済
を
目
指
す
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
コ
ル
ヴ
ィ
ッ

ツ
は
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
入
手
し
や
す
い
版
画
と
い

う
手
段
を
意
識
的
に
選
び
『
織
工
』
や
『
農
民
戦
争
』（
図
20
）
と
い
っ
た

明
確
に
社
会
的
意
識
に
基
づ
い
た
デ
ー
マ
の
版
画
集
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し

て
い
っ
た
。
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
版
画
が
中
国
の
作
家
、
魯
迅
の
手
元
に
ま

で
届
き
、
中
国
の
木
刻
運
動
に
影
響
を
与
え
た
事
実
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
一
方
で
、
版
画
制
作
は
、
貧
困
層
の
医
療
に
つ
く
す
夫
を
支
え

る
た
め
に
収
入
を
得
て
、
家
計
を
支
え
る
と
い
う
現
実
的
な
側
面
も
あ
っ

た
。
複
数
制
作
で
あ
る
た
め
に
版
画
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
普
及
力
と
経

済
性
と
い
う
特
質
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
も
変
ら
な
い
し
、
作
者
も
そ
れ

を
十
分
、
意
識
し
て
い
た
。

　

ム
ン
ク
は
ド
イ
ツ
に
縁
が
深
く
、
彼
が
世
に
で
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

個
展
は
一
八
九
二
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
個
展
は
ス
キ

ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
評
判
だ
け
が
一
人
歩
き
し
、
作
品
は
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
い

と
い
う
…
い
わ
ゆ
る
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
彼

の
名
前
を
有
名
に
す
る
効
果
は
あ
っ
た
。
ム
ン
ク
は
こ
の
時
の
作
品
を
も

と
に
銅
版
画
集
を
制
作
す
る
。『
マ
イ
ヤ
ー
・
グ
レ
ー
フ
ェ
・
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
』
と
呼
ば
れ
る
作
品
集
が
そ
れ
で
、
ベ
ル
リ
ン
で
出
版
さ
れ
た
も

図 20　ケーテ・コルヴィッツ
（1867-1945）『鎌を研ぐ』（『農
民戦争』より）1905年（1921年
刷り ) エッチング、ドライポイ
ント、ソフトグラウンド・エッ
チング（サンドペーパー、手漉
き紙とツィーグラー転写紙のマ
チエールのソフトグラウンドへ
の転写）　297 ⊗ 297 mm　町田
市立国際版画美術館蔵　
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の
だ
（
図
21
）。
こ
の
版
画
集
は
作
家
の
経
済
的
困
窮
を
救
う
と
い
う
意

図
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
ム
ン
ク
自
身
と
し
て
は
油
彩
で
描

い
た
題
材
を
版
画
で
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
不
安
や
孤
独
感
、
病
と
死
、

愛
と
性
と
い
っ
た
彼
が
自
分
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で

い
た
事
柄
を
広
く
知
ら
し
め
、
理
解
を
得
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
ム
ン
ク
は
石
版
画
も
多
数
制
作
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
ド
イ
ツ

の
工
房
で
刷
ら
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。
石
版
画
制
作
が
工
房
と
作
家
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
る
の
は
ご
く
普
通
の
あ
り
方

だ
が
、
ム
ン
ク
の
場
合
に
特
殊
な
の
は
一
点
の
作
品
に
つ
い
て
複
数
の
石

版
原
版
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か

と
い
え
ば
、
ム
ン
ク
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
工
房
（
Ｍ
・
Ｗ
・
ラ
サ
リ
ー
と
い

う
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ツ
ィ
レ
、
バ
ル
ラ
ッ
ハ
、
キ
ル
ヒ
ナ
ー
、
コ
コ
シ
ュ

カ
な
ど
多
く
の
画
家
の
作
品
を
刷
っ
た
工
房
）
で
製
版
し
た
石
版
を
転
写

し
て
そ
の
転
写
紙
を
オ
ス
ロ
の
自
身
の
元
に
送
ら
せ
、
石
版
に
再
転
写
し

て
刷
る
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の

は
転
写
24

し
て
新
た
に
作
っ
た
版
に
加
筆
し
た
り
、
色
版
を
刷
り
重
ね
た

り
と
い
う
、
芸
術
的
な
追
求
を
す
る
た
め
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ム
ン

ク
は
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
数
な
ど
あ
ま
り
顧
慮
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
刷
り
工
房
の
ほ
う
で
も
原
版
か
ら
刷
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
た

め
、
ム
ン
ク
の
石
版
画
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
の
刷
り
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
っ
た
25
。

戦
後
の
版
画
の
動
向

　

戦
後
の
ド
イ
ツ
語
圏
で
も
多
く
の
版
画
が
作
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
名

前
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
が
例
え
ば
日
本
で
も
度
々
紹
介
さ
れ
親
し
ま

れ
て
き
た
作
家
に
、
ホ
ル
ス
ト
・
ヤ
ン
セ
ン
（
一
九
二
九
―
一
九
九
五
）

図 21　エドヴァルド・ムン
ク（1863-1944）『病める子』
（『マイヤー＝グレーフェ・
ポートフォリオ』より）1894
年　ドライポイント　361 ⊗ 
269mm　町田市立国際版画
美術館蔵　

図22　エドヴァルド・ムンク
（1863-1944）『ブローチ（エ
ヴァ・ムドッチ）』1903年　
石版　600 ⊗ 480mm　ムンク
美術館蔵、オスロ
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や
パ
ウ
ル
・
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
（
一
九
二
七
―
二
〇
一
〇
）
な
ど
が
い
る
。

ま
た
戦
後
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
美
術
家
、
例
え
ば
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ

ー
（
一
九
三
八
―
）
や
ジ
グ
マ
ー
・
ポ
ル
ケ
（
一
九
四
一
―
二
〇
一
〇
）、

ゲ
オ
ル
ク
・
バ
ゼ
リ
ッ
ツ
（
一
九
八
三
―
）
ら
を
始
め
多
く
の
人
々
が
版

画
を
手
が
け
て
い
る
26
。

　

最
後
に
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
キ
ー
フ
ァ
ー
（
一
九
四
五
―
）
に
言
及
し
て
こ

の
小
論
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。
キ
ー
フ
ァ
ー
は
立
体
、
平
面
な
ど
様
々

な
タ
イ
プ
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
が
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
木
版
の
使

い
方
を
し
て
い
る
作
家
で
も
あ
る
。
彼
の
木
版
は
伝
統
的
な
も
の
で
は

ま
っ
た
く
な
く
彫
り
も
刷
り
も
粗
野
に
す
ら
見
え
る
。
そ
の
う
え
紙
面

に
ニ
ス
や
絵
具
を
荒
々
し
く
加
筆
し
、
さ
ら
に
紙
面
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
巨

大
化
す
る
。
二
〇
一
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ

ブ
・
ア
ー
ツ
で
開
催
さ
れ
た
『
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
キ
ー
フ
ァ
ー
展
』
で
は
四

メ
ー
ト
ル
四
方
に
近
い
大
型
の
紙
面
が
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
展
示
さ
れ
た
（『
ラ
イ
ン
河
』（
一
九
八
二
―
二
〇
一
三

年
）27
。
ま
た
『
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
／
グ
ラ
ー
ネ
』（
一
九
九
一
年
）（
図
23
）

で
も
Ｔ
字
に
似
た
不
定
形
な
か
た
ち
に
紙
面
が
幾
葉
も
貼
り
合
わ
さ
れ
て

269. 2 ×
 244.8cm

と
い
う
大
き
さ
に
な
っ
て
お
り
彩
色
が
施
さ
れ
て
い

る
。
炎
の
中
に
骨
格
を
あ
ら
わ
に
し
た
横
向
き
の
馬
が
立
ち
、
乱
暴
な
赤

茶
色
の
彩
色
が
何
か
し
ら
不
穏
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
タ
イ
ト
ル
か

ら
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
』
に
登
場
す
る
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
と
愛
馬
グ

ラ
ー
ネ
が
炎
の
中
で
最
期
を
遂
げ
る
場
面
が
い
ち
お
う
の
テ
ー
マ
だ
ろ
う

と
わ
か
る
。
キ
ー
フ
ァ
ー
の
作
品
で
示
さ
れ
る
の
は
、
神
話
の
世
界
ま
で

遡
る
ド
イ
ツ
の
歴
史
、
戦
争
や
そ
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
殺
伐
と
し
た

荒
野
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
織
り
な
し
て
見
る
も
の
に
連
想
ゲ
ー
ム
の

よ
う
に
記
憶
の
喚
起
を
促
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。『
ラ
イ
ン
河
』
に
は

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
銅
版
画
『
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
Ⅰ
』
に
描
か
れ
て
い
る
多
角
形

も
彫
ら
れ
て
い
た
。

ま
と
め

　

一
五
世
紀
半
ば
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
活
版
印
刷
は
、
複
製
技
術
に

お
け
る
革
命
と
捉
え
ら
れ
〝
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
的
転
回
〞
と
言
わ
れ
る
。

二
〇
世
紀
の
最
大
の
発
明
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
は
〝
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
的
転
回
〞
を
私
た
ち
の
世
界
に
も
た
ら
し
た
と
い
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
、
さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
確
実

に
世
界
を
変
え
つ
つ
あ
り
美
術
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

図23　アンゼルム・キーファ
ー（1945生）『ブリュンヒ
ルデ／グラーネ』 1982/93
年　 木 版、 彩 色　269.2 ⊗
244.8 cm　町田市立国際版画
美術館蔵



102

二
一
世
紀
の
美
術
の
世
界
で
は
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
し
た
い
わ

ゆ
る
〝
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
〞
が
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
版
画
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
の
か
、
明
確

に
答
え
ら
れ
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
作

成
し
た
画
像
を
出
力
し
た
場
合
、
そ
れ
は
版
画
の
一
種
な
の
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
を
版
画
と
敢
え
て
呼
ぶ
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
版
画
と
は
、
種
々

の
技
法
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
表
現
の
特
質
、
質
感
、
ま
た
そ
う
し
た

種
々
の
要
素
と
支
持
体
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
だ
。
現

代
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
特
質
を
踏
ま
え
つ
つ
、
敢
え
て
版
画
を
選
択

し
、
そ
の
特
質
を
十
二
分
に
活
か
し
切
る
作
家
が
常
に
待
望
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
手
間
の
か
か
る
版
画
を
表
現
手
段
に
選
ぶ
必

要
性
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
キ
ー
フ
ァ
ー
の
よ
う
な
作
家
が
朴
訥
と
も
み

え
る
木
版
の
技
法
を
し
ば
し
ば
用
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

文
献
（
註
で
触
れ
た
も
の
以
外
で
近
年
の
も
の
の
み
に
限
定
／
年
代
順
）

『
石
に
描
く

―
石
版
画
の
２
０
０
年
』
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
／
富

山
県
立
近
代
美
術
館　

一
九
九
八
年

A
lexandra von dem

 K
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ä
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d
er G
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bearbeitu
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n
isses von

 A
u
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st 
K

lip
stein

, p
u
b
liziert 1955, K

o
rn

feld
  2002.

H
an

s H
. H

o
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d

stil. G
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ph
ik u

n
d

 D
ru
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n

st, 

O
tu

s, 2003.

『
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ

―
版
画
・
素
描
・
彫
刻
』
町
田
市
立
国
際
版

画
美
術
館
他
巡
回
（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
企
画
、
美
術
館
連
絡
協
議
会

巡
回
展
）　

二
〇
〇
六
年

G
erd

 W
o
ll, E

d
vu

a
rd

 M
u

n
ch

, T
h

e C
om

plete G
ra

ph
ic W

orks, 
Tau

ris A
cad

em
ic Stu

d
ies, 2012.

M
ich

ael T
w

ym
an
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 H

istory of C
h

rom
olith

ogra
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rin
ted
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olou
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ew

 C
astle, D

elaw
are an

d
 Lo

n
d
o
n
: O

ak
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o
ll P

ress an
d
 T

h
e B

ritish
 Lib

rary, 2013.
W

ern
er B

u
sch

, A
d

o
lp

h
 M

en
zel: A

u
f d

er Su
ch

e n
a

ch
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er 
W

irklich
keit, C

. H
. B

eck
, 2015.

Y
u
ry W
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itz: D
ie B
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e, 
C
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ertelsm
an

n
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erlag, 2015.

画
像
出
典

大
英
博
物
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

図
１
、
２
、
12
、
14

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

図
４
、
５

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ　

図
13

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
立
博
物
館
ビ
ル
ト
ア
ル
ヒ
ー
ヴ　

図
17

ベ
ル
リ
ン
国
立
美
術
館
群
収
蔵
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
（SM

B
-d

igital

）　

図

18
、
19

ム
ン
ク
美
術
館
（
オ
ス
ロ
）
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）　

図
22
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画
像
提
供

町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館　

図
３
、
図
６
、
図
７
、
図
８
、
図
９
、
10
、

11
、
15
、
16
、
20
、
21
、
23

註1 

技
法
の
多
様
化
を
含
め
た
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
版
画
の
展
開
に
つ
い

て
は
次
の
文
献
が
詳
し
い
。V

icto
r I. C

arlso
n
, Jo

h
n
 W

. Ittm
an

n
, 

R
egen
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よ
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d
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n
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e, N
ew

 
Y
o
rk

, 1990, p
.15.

4 
H

o
llstein
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id

.

5 

プ
リ
ン
ス
・
ル
パ
ー
ト
の
メ
ゾ
チ
ン
ト
に
つ
い
て
は
次
の
小
文
を
参
照
。

佐
川
「
初
期
メ
ゾ
チ
ン
ト
に
つ
い
て
の
メ
モ
」
町
田
市
立
国
際
版
画
美

術
館
紀
要
第
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）、p

.13-17

。

6 
V
icto
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arlso

n
, Jo

h
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 W

. Ittm
an

n
, ib
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., p

.258.
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V
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n
, Jo

h
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. Ittm
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.22 .

こ
の
版
画

集
の
タ
イ
ト
ル
はSu

ite d
e fi

gu
res in

ven
tées pa

r W
a

ttea
u

で
全

六
二
二
葉
。

8 

プ
レ
ス
テ
ル
夫
妻
の
版
画
と
ゲ
ー
テ
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
文
献

を
参
照
し
た
。
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ttg

art, 
2006. S.192, N

r.96.
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restel.h
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11 
 

プ
レ
ス
テ
ル
版
画
に
つ
い
て
は
註
八
と
註
九
で
あ
げ
た
文
献
に
加
え
次
の

文
献
も
参
照
し
た
。C

lau
d
ia-A

lexan
d
ra Sch

w
aigh

o
fer, V

on
 d

er 
K

en
n

ersch
a

ft zu
r W

issen
sch

a
ft: R

eprod
u

ktion
sgra

ph
isch

e 
M

a
ppen

w
erke n

a
ch

 Z
eich

n
u

n
gen

 in
 E

u
ropa

 1
7

2
6

-1
8

5
7
, 

D
eu

tsch
er K

u
n
stverlag, B

erlin
 M

ü
n
ch

en
, 2009.　

本
書
で
は

い
わ
ゆ
る“M

ap
p
e”

の
形
で
世
に
で
た
複
製
版
画
集
を
カ
タ
ロ
ガ
イ
ズ

し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
「K

en
n
ersch

aft 

か
らW

issen
sch

aft

へ
」
は

示
唆
的
で
あ
る
。

12 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
書
籍
の
装
飾
や
挿
絵
、
紋
章
な
ど
で
木
版
の
多
色

刷
り
が
行
わ
れ
た
例
は
あ
る
が
、
黒
と
赤
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
色
彩
で

あ
り
、
固
有
色
を
何
色
も
刷
り
重
ね
る
多
色
刷
り
は
一
九
世
紀
ま
で
登

場
し
な
い
。

13 
グ
ー
ビ
ッ
ツ
の
略
伝
は
次
の
リ
ン
ク
を
参
照
。
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=
d
ru

ck
an

sich
t

14 

原
画
は
ル
ー
カ
ス
・
ク
ラ
ー
ナ
ハ（
父
）で
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
大
聖
堂
所
蔵
。

15 

制
作
年
代
に
つ
い
て
、
大
英
博
物
館
で
は
一
八
二
〇
年
頃
と
し
て
い

る
が
、
町
田
所
蔵
品
で
は
「
一
八
〇
六
」
の
文
字
の
透
か
し
が
確
認
で

き
る
。

16 
金
、
赤
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
濃
淡
、
肌
色
の
五
色
五
版
と
思
わ
れ
る
。

17 

金
、
赤
の
濃
淡
、
ベ
ー
ジ
ュ
の
濃
淡
、
青
の
濃
淡
、
肌
色
、
黒
の
九

色
九
版
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
刷
り
で
は
七
版

と
さ
れ
て
い
る
。

18 
“A

lbrecht D
ü

rers/C
hristlich-M

ythologische H
an

dzeichn
u

n
gen”, 

M
ü

n
ch

en
 1

8
0
8
. 

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
の
時
祷

書
の
欄
外
装
飾
挿
絵
を
版
画
化
し
た
も
の
で
全
四
三
葉
。
英
語
版
ほ
か

多
く
の
版
が
で
て
い
る
。

19 
“R

u
cu

eil d
es O

eu
vres Lith

ogra
ph

iqu
es” W

in
k
ler 956.

初

期
石
版
画
の
総
目
録
と
し
て
は
次
の
文
献
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。R

. 
A

rn
im

 W
in

k
ler, D

ie Frü
h

zeit d
er d

eu
tsch

en
 Lith

ogra
ph

ie: 
K

a
ta

log d
er B

ild
d

ru
cke von

 1
7
9
6
-1

8
2
1
, M

ü
n
ch

en
, 1975.

20 

各
葉
の
タ
イ
ト
ル
は
「
作
家
モ
リ
エ
ー
ル
の
肖
像
」「
宮
殿
の
テ
ラ
ス

で
の
輪
回
し
遊
び
」「
森
の
中
の
護
送
」「
暖
炉
の
そ
ば
で
本
を
読
む
婦
人
」

「
螺
旋
階
段
で
の
追
撃
」「
動
物
園
の
熊
」
と
な
っ
て
い
る
。

21 
W

in
k
ler 532 S. 152 C

arl E
rd

m
an

n
 M

en
zel 

の
項
に
ブ
レ
ス

ラ
ウ
で
出
版
し
た
も
の
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。

22 

も
っ
と
も
ベ
ル
リ
ン
で
は
一
八
〇
四
年
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
石
版

画
が
作
ら
れ
始
め
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
に
最
初
に
工
房
を
作
っ
た
の
は

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
イ
タ
ーW

ilh
elm

 R
eu

ter (1768-1834)

と
い

う
人
物
で
あ
る
。W

in
k
ler 671 S. 208-222. 

23 
W

ern
er B

u
sch

, A
d

olph
 M

en
zel: A

u
f d

er Su
ch

e n
a

ch
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er 

W
irklich

keit, C
. H

. B
eck

, 2015. S. 23.

24 

転
写
と
は
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
や
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど
水
溶
性
の
物
質
を
塗
っ

て
乾
燥
さ
せ
皮
膜
を
作
っ
た
紙
を
使
う
方
法
で
、
石
版
の
上
に
直
接
描

く
か
わ
り
に
、
こ
の
転
写
紙
の
上
に
描
き
、
原
版
の
上
に
乗
せ
て
加
湿

し
溶
か
し
て
図
柄
を
写
し
取
る
。
ま
た
、
刷
り
あ
が
っ
た
ば
か
り
で
イ

ン
ク
が
乾
燥
し
て
い
な
い
図
像
（
銅
版
画
で
も
木
版
画
で
も
よ
い
）
を

乗
せ
て
写
し
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
歴
史
は
古
く
、
石
版
印
刷
が
誕
生

し
て
す
ぐ
に
、
文
字
な
ど
の
転
写
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
。

25 

ム
ン
ク
の
版
画
に
つ
い
て
、
そ
の
複
雑
な
制
作
過
程
を
含
め
た
研

究
が
近
年
進
ん
だ
。
次
の
文
献
が
詳
し
い
。G

erd
 W

o
ll, E

d
vu

a
rd

 
M

u
n

ch
, T

h
e C

om
p
lete G

ra
p
h

ic W
orks, T

au
ris A

cad
em

ic 
Stu

d
ies, 2012.　

ま
た
オ
ス
ロ
の
ム
ン
ク
美
術
館
の
版
画
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
とG

erd
 W

o
ll

に
よ
る
そ
の
解
説
も
参
照
。

 

　

h
ttp

://o
ld

.m
u
n
ch

-m
u
seet.n

o
/grafi

k
k
/search

1.h
tm

26 

ま
た
二
〇
世
紀
に
登
場
し
た
技
法
と
し
て
、
産
業
分
野
で
も
多
用
さ

れ
る
ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー

ホ
ル
な
ど
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
美
術
家
た
ち
の
作
品
で
よ
く
知
ら
れ
る
。

当
初
は
絹
を
使
用
し
て
い
た
た
め
「
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ

た
が
次
第
に
化
学
繊
維
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
今
日
で
は
ス

ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
と
呼
ぶ
ほ
う
が
多
い
。
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